
国
立
国
会
図
書
館
職
員
の
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
等
事
務
取

扱
要
領 

（
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
十
五
日
館
長
決
定
第
十
二
号
） 

改
正 

昭
和
六
十
三
年
二
月 

 

八
日
館
長
決
定
第
一
号 

平
成 

 

元
年
六
月 

 

二
日
同 

 
 

第
八
号 

同 
 

十
四
年
三
月
三
十
一
日
同 

 
 

第
二
号 

同 
 

十
九
年
九
月
二
十
七
日
同 

 
 

第
八
号 

同 

二
十
一
年
四
月 

 

一
日
同 

 
 

第
四
号 

同 
 

三
十
年
二
月 

 

九
日
同 

 
 

第
一
号 

  

国
立
国
会
図
書
館
職
員
の
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
等
事
務
取
扱
要
領
を
次
の

よ
う
に
定
め
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
通
則
） 

１ 

国
立
国
会
図
書
館
職
員
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
勤
労
者

財
産
形
成
貯
蓄
（
以
下
「
一
般
財
形
貯
蓄
」
と
い
う
。
）
、
勤
労
者
財
産
形

成
年
金
貯
蓄
（
以
下
「
財
形
年
金
貯
蓄
」
と
い
う
。
）
及
び
勤
労
者
財
産
形

成
住
宅
貯
蓄
（
以
下
「
財
形
住
宅
貯
蓄
」
と
い
う
。
）
に
係
る
事
務
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
、
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十

二
号
）
、
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百

三
十
二
号
）
及
び
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
労

働
省
令
第
二
十
七
号
）
に
よ
る
ほ
か
、
こ
の
要
領
に
よ
り
処
理
す
る
も
の
と

す
る
。 

（
事
務
の
総
括
） 

２ 

総
務
部
人
事
課
厚
生
室
長
（
以
下
「
厚
生
室
長
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の

要
領
で
別
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ
か
、
職
員
の
一
般
財
形
貯
蓄
、
財
形
年

金
貯
蓄
及
び
財
形
住
宅
貯
蓄
（
以
下
「
財
形
貯
蓄
等
」
と
い
う
。
）
に
関
す

る
事
務
を
総
括
す
る
。 

（
契
約
の
申
込
み
） 

３ 

財
形
貯
蓄
等
の
契
約
の
申
込
時
期
は
、
毎
年
一
回
厚
生
室
長
が
定
め
る
時

期
と
す
る
。 

４ 

総
務
部
人
事
課
厚
生
室
（
以
下
「
厚
生
室
」
と
い
う
。
）
は
、
前
項
の
規

定
に
よ
り
厚
生
室
長
が
定
め
る
時
期
の
一
月
前
ま
で
に
、
財
形
貯
蓄
等
の
契

約
の
締
結
を
希
望
す
る
金
融
機
関
、
信
託
会
社
、
金
融
商
品
取
引
業
者
、
生

命
保
険
会
社
等
及
び
損
害
保
険
会
社
（
以
下
「
金
融
機
関
等
」
と
い
う
。
）

に
対
し
、
財
形
貯
蓄
等
の
契
約
申
込
用
紙
等
を
作
成
さ
せ
提
出
さ
せ
る
も
の

と
す
る
。 

５ 

厚
生
室
長
は
、
事
務
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
預
貯
金
等
の

預
入
等
の
金
額
及
び
回
数
に
つ
い
て
基
準
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
契
約
金
融
機
関
等
の
協
力
） 

６ 

厚
生
室
は
、
職
員
が
財
形
貯
蓄
等
の
契
約
を
締
結
し
た
金
融
機
関
等
（
以

下
「
契
約
金
融
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い

て
、
協
力
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 
財
形
貯
蓄
等
に
係
る
給
与
か
ら
の
控
除
、
預
入
等
を
行
う
た
め
の
明
細

書
（
以
下
「
控
除
額
明
細
書
」
と
い
う
。
）
の
作
成
に
協
力
す
る
こ
と
。 

二 

非
課
税
関
係
書
類
に
つ
い
て
、
厚
生
室
と
の
相
互
間
に
お
け
る
送
付
を

行
う
こ
と
。 



三 

預
貯
金
等
の
残
高
報
告
書
を
作
成
し
、
厚
生
室
に
提
出
す
る
こ
と
。 

四 

そ
の
他
必
要
な
書
類
の
送
付
等
を
行
う
こ
と
。 

（
覚
書
） 

７ 

厚
生
室
長
は
、
契
約
金
融
機
関
等
と
財
形
貯
蓄
等
の
事
務
の
円
滑
化
を
図

る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
覚
書
を
取
り
交
わ

す
も
の
と
す
る
。 

（
預
入
等
） 

８ 

厚
生
室
は
、
給
与
の
支
給
日
の
十
四
日
前
ま
で
に
契
約
金
融
機
関
等
か
ら

控
除
額
明
細
書
の
提
出
を
受
け
、
そ
の
内
容
を
点
検
し
、
異
動
等
に
よ
る
修

正
を
行
つ
た
上
、
給
与
の
支
給
日
の
七
日
前
ま
で
に
契
約
金
融
機
関
等
に
返

送
す
る
も
の
と
す
る
。 

９ 

厚
生
室
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
又
は
修
正
を
行
つ
た
控
除
額
明
細

書
に
基
づ
き
財
形
貯
蓄
等
の
徴
収
依
頼
書
を
作
成
し
、
所
定
の
日
ま
で
に
総

務
部
会
計
課
（
第
十
一
項
に
お
い
て
「
会
計
課
」
と
い
う
。
）
に
送
付
す
る

も
の
と
す
る
。 

10 

厚
生
室
は
、
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
又
は
修
正
を
行
つ
た
控
除
額

明
細
書
に
基
づ
い
て
、
財
形
貯
蓄
等
の
契
約
を
締
結
し
て
い
る
職
員
の
給
与

か
ら
預
貯
金
等
の
預
入
等
相
当
額
を
控
除
す
る
手
続
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

11 

会
計
課
は
、
前
項
に
規
定
す
る
預
入
等
相
当
額
を
職
員
の
給
与
か
ら
控

除
し
、
契
約
金
融
機
関
等
に
払
い
込
む
も
の
と
す
る
。 

（
記
録
簿
の
作
成
等
） 

12 

厚
生
室
は
、
職
員
の
財
形
貯
蓄
等
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
記
録
簿

を
作
成
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
記
載
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ

し
、
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
別
途
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
す
る
。 

一 

職
員
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
所
属
部
局
等 

二 

一
般
財
形
貯
蓄
、
財
形
年
金
貯
蓄
又
は
財
形
住
宅
貯
蓄
の
別 

三 

契
約
金
融
機
関
等
の
名
称 

四 

契
約
日
、
契
約
内
容
の
変
更
日
及
び
契
約
の
解
除
日
（
退
職
日
ま
で
に

解
除
し
な
か
つ
た
者
に
つ
い
て
は
退
職
日
） 

五 

一
般
財
形
貯
蓄
の
預
替
え
の
日 

六 

預
貯
金
等
の
種
類
及
び
一
回
当
た
り
の
預
入
等
の
金
額 

七 

非
課
税
の
最
高
限
度
額
（
一
般
財
形
貯
蓄
を
除
く
。
） 

八 

残
高
報
告
時
に
お
け
る
残
高 

九 

財
形
年
金
貯
蓄
の
積
立
期
間
の
末
日
、
年
金
支
払
開
始
日
及
び
年
金
支

払
期
間 

十 

そ
の
他
厚
生
室
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

（
非
課
税
関
係
事
務
） 

13 

厚
生
室
は
、
職
員
か
ら
財
形
貯
蓄
等
の
契
約
申
込
書
及
び
租
税
特
別
措

置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
条
の
二
又
は
第
四
条
の
三

に
規
定
す
る
非
課
税
関
係
書
類
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
記
載
内

容
を
点
検
し
、
適
正
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
契
約
金
融
機
関
等

に
送
付
す
る
こ
と
そ
の
他
の
非
課
税
関
係
事
務
（
職
員
の
退
職
後
に
あ
つ
て

は
、
不
適
格
理
由
の
発
生
等
の
通
知
及
び
財
形
年
金
貯
蓄
の
非
課
税
適
用
確



認
申
告
書
に
関
す
る
事
務
に
限
る
。
）
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
契
約
内
容
の
変
更
等
） 

14 
厚
生
室
長
は
、
財
形
貯
蓄
等
の
契
約
内
容
の
変
更
等
の
取
扱
い
に
関
し
、

契
約
金
融
機
関
等
と
協
議
の
上
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

契
約
内
容
の
変
更
（
預
入
等
の
中
断
を
除
く
。
）
の
時
期
を
特
定
す
る

こ
と
。 

二 

契
約
を
解
除
す
る
場
合
（
一
般
財
形
貯
蓄
の
残
高
の
全
部
又
は
一
部
を

払
い
出
す
場
合
、
金
利
の
上
昇
に
伴
い
財
形
年
金
貯
蓄
の
利
子
等
を
払
い

出
す
場
合
及
び
住
宅
の
取
得
又
は
増
改
築
等
に
伴
い
財
形
住
宅
貯
蓄
の
残

高
の
全
部
又
は
一
部
を
払
い
出
す
場
合
を
含
む
。
）
の
手
続
及
び
返
戻
金

の
受
領
に
関
す
る
こ
と
。 

15 

厚
生
室
は
、
職
員
か
ら
契
約
内
容
の
変
更
等
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に

は
、
記
録
簿
の
当
該
事
項
を
改
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
速
や
か
に
契
約

金
融
機
関
等
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
一
般
財
形
貯
蓄
の
預
替
え
等
） 

16 

厚
生
室
長
は
、
新
旧
契
約
金
融
機
関
等
と
協
議
の
上
、
一
般
財
形
貯
蓄

の
預
替
え
等
に
関
す
る
次
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

一
般
財
形
貯
蓄
の
預
替
え
等
の
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
（
勤
労
者
財
産

形
成
促
進
法
施
行
令
第
十
四
条
の
二
十
三
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
規

定
す
る
要
件
に
係
る
財
形
貯
蓄
等
の
預
替
え
に
あ
つ
て
は
こ
の
限
り
で
な

い
。
）
。 

二 

一
般
財
形
貯
蓄
の
預
替
え
等
の
手
続
に
関
す
る
こ
と
。 

17 

厚
生
室
は
、
職
員
か
ら
一
般
財
形
貯
蓄
の
預
替
え
等
に
つ
い
て
申
出
が

あ
つ
た
場
合
に
は
、
記
録
簿
の
当
該
事
項
を
改
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を

速
や
か
に
新
旧
契
約
金
融
機
関
等
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
預
貯
金
等
の
残
高
報
告
） 

18 

厚
生
室
は
、
毎
年
二
回
特
定
の
時
期
に
預
貯
金
等
の
現
在
高
に
関
し
、

契
約
金
融
機
関
等
か
ら
職
員
別
の
預
貯
金
等
の
残
高
報
告
書
（
職
員
用
及
び

厚
生
室
用
）
を
提
出
さ
せ
、
職
員
用
の
残
高
報
告
書
を
当
該
職
員
に
配
布
す

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
配
布
は
、
契
約
金
融
機
関
等
か
ら
直
接
行

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

（
転
職
等
の
場
合
の
取
扱
い
） 

19 

厚
生
室
は
、
職
員
が
転
職
、
転
勤
又
は
出
向
（
以
下
「
転
職
等
」
と
い

う
。
）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
職
員
に
係
る
財
形
貯
蓄
等
の
契
約
の

継
続
が
可
能
で
あ
る
と
き
は
、
関
係
書
類
を
転
職
先
等
の
当
該
事
務
担
当
課

等
に
速
や
か
に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
契
約
金
融
機
関
等
に
通
知

す
る
も
の
と
す
る
。 

20 

厚
生
室
は
、
新
た
に
職
員
と
な
つ
た
者
の
前
の
勤
務
先
か
ら
、
当
該
職

員
に
係
る
財
形
貯
蓄
等
の
関
係
書
類
の
送
付
を
受
け
た
場
合
に
は
、
当
該
財

形
貯
蓄
等
の
継
続
の
手
続
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
退
職
等
の
場
合
の
取
扱
い
） 

21 

厚
生
室
は
、
財
形
年
金
貯
蓄
及
び
財
形
住
宅
貯
蓄
を
行
つ
て
い
る
職
員

が
退
職
等
に
よ
り
そ
の
資
格
を
失
つ
た
と
き
は
、
当
該
職
員
の
記
録
簿
の
該

当
事
項
を
改
め
、
当
該
理
由
が
生
じ
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
そ
の
旨
を
契
約



金
融
機
関
等
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
そ
の
他
） 

22 
厚
生
室
長
は
、
金
融
機
関
等
か
ら
財
形
貯
蓄
等
に
係
る
広
報
等
の
申
出

が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
庁
舎
管
理
等
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
こ
れ
に
協
力
す

る
も
の
と
す
る
。 

（
廃
止
） 

23 

国
立
国
会
図
書
館
職
員
の
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
事
務
取
扱
要
領
（
昭

和
四
十
七
年
館
長
決
定
第
二
号
）
及
び
国
立
国
会
図
書
館
職
員
の
勤
労
者
財

形
住
宅
貯
蓄
事
務
取
扱
要
領
（
昭
和
五
十
五
年
館
長
決
定
第
七
号
）
は
、
廃

止
す
る
。 

 
 

 

改
正
文
（
昭
和
六
十
三
年
二
月
八
日
館
長
決
定
第
一
号
）
抄 

 

昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

 

改
正
文
（
平
成
元
年
六
月
二
日
館
長
決
定
第
八
号
）
抄 

 

平
成
元
年
六
月
二
日
よ
り
施
行
す
る
。 

 
 

 

附 

則
（
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
館
長
決
定
第
二
号
） 

 

本
件
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

 

附 

則
（
平
成
十
九
年
九
月
二
十
七
日
館
長
決
定
第
八
号
） 

 

本
件
は
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

 

附 

則
（
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
館
長
決
定
第
四
号
） 

 

本
件
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
 

 

附 

則
（
平
成
三
十
年
二
月
九
日
館
長
決
定
第
一
号
） 

１ 

本
件
は
、
平
成
三
十
年
二
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

総
務
部
人
事
課
厚
生
室
が
、
職
員
が
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
、
勤
労
者
財

産
形
成
年
金
貯
蓄
又
は
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
の
契
約
を
締
結
し
た
金

融
機
関
、
信
託
会
社
、
金
融
商
品
取
引
業
者
、
生
命
保
険
会
社
等
及
び
損
害

保
険
会
社
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
金
融
機
関
等
」
と
い
う
。
）
並
び
に

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
改
正
前
の
国
立
国
会
図
書
館
職
員
の
勤
労
者
財
産

形
成
貯
蓄
等
事
務
取
扱
要
領
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
前
の
事
務
取

扱
要
領
」
と
い
う
。
）
第
六
項
に
規
定
す
る
幹
事
金
融
機
関
等
で
あ
っ
た
金

融
機
関
等
と
協
議
の
上
、
引
き
続
き
、
改
正
前
の
事
務
取
扱
要
領
に
よ
り
取

り
扱
う
こ
と
と
し
た
場
合
は
、
当
分
の
間
、
改
正
前
の
事
務
取
扱
要
領
に
よ

り
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。 


